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たんぽぽでは、幅広い対象の方の看護を実践中です！
今力を入れているのが精神科看護です。

一緒に働いてくださる方、募集中です



皆の意見、そして「次にやってみよう」と導き出されたこと

辛さが頻コールにつながったのではない
か。認知行動療法やマインドフルネスの
活用はどうかな？辛さへのアプローチと
して、精神科医へつなげることも必要な
のでは？

訪問時に話をしていくうえでは、時間と
何を目的に話をするのかを、本人と明確
にルール化したうえで行っていくことが
必要なのでは？内容によっては、依存を
うんでしまいそう。

「次にやってみます！！」
〇ご本人は、精神科受診に後ろむきですが、サポ
ート体制として精神科医との連携は重要。
「困りごとが重なるときは、精神科受診をす
る」と予めご本人と決めておく。
〇訪問時には、話す時間と内容や目的をルール化
していく。

今生活を支えてくださっているヘルパー
さん方に、現在の関り方そのものがご本
人の生きづらさを助長してしまっている、
ルール化を適用させるなど、かかわり方
のポイントを伝えていくことが、訪問看
護師に求められることなのではないか。

現在、訪問看護としてかかわっているこ
とは、糖尿病の週に1回の注射のみ。こ
の方の場合、医療者としての関りという
よりは、この方の生活をどう支えていく
かということ、医療から福祉という視点
にシフトすべきなのではないか。

病気を抱えながらも、いろいろな事を予
測しながら生活を成り立たせていたけど、
急な脳梗塞による新たな障害を負った。
今までの予測との誤差が生まれて、それ
が不安になったんじゃないかな。
自身の予測を一緒に作ることも手伝える
のでは？


